
１０2024年（令和6年）3月15日（金曜日）（第三種郵便物認可）
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第1357号

釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

　
２
月

日
（
水
）
に
当
所
総
務
財
政
委
員
会
（
新
妻
緊
市
委
員
長
）
が
担
当
す
る
第
２

３
２
回
議
員
例
会
を
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
し
、
役
員
議
員
の
ほ
か
議
員
企
業

の
Ｄ
Ｘ
担
当
者
ら
約

人
が
出
席
。
日
本
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
業
務
執
行
役
員
で
Ｉ
Ｔ
分
野

の
伝
道
師
（
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
）
と
し
て
活
躍
す
る
西
脇
資
哲
氏
が
講
演
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ＣｈａｔＧＰＴの使い方を実践する西脇氏

　
マ
ル
経
資
金
は
、
商
工
会
議

所
や
商
工
会
な
ど
の
経
営
指
導

を
受
け
る
小
規
模
事
業
者
が
、

経
営
改
善
に
必
要
な
資
金
を
無

担
保
・
無
保
証
人
で
ご
利
用
で

き
る
融
資
制
度
で
す
。

　
通
常
枠
（
限
度
額
２
０
０
０

万
円
・
１
日
現
在
利
率
１
・

％
）
の
ほ
か
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
た
事
業
者
の
み
な
さ
ま
は
一

定
の
要
件
を
満
た
し
た
場
合
、

別
枠
１
０
０
０
万
円
（
利
率
当

初
３
年
間
０
・
５
％
引
き
下
げ
）

を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
要
件
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
当
所
地
域
振
興
部
０

１
５
４
（

）
４
１
４
３
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
ル
経
資
金
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

価格設定や交渉のポイントについて解説する高橋氏

２月 日に行われた１月例会
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令
和
６
年
３
月
分
（
４
月
納

付
分
）
か
ら
協
会
け
ん
ぽ
（
全

国
健
康
保
険
協
会
）
北
海
道
支

部
の
健
康
保
険
料
率
が

・

％
（
令
和
６
年
２
月
分
ま
で

・

％
）
に
引
き
下
げ
と
な
り

ま
す
。

　
な
お
、

歳
か
ら

歳
ま
で

の
方
（
介
護
保
険
第
２
号
被
保

険
者
）
は
、
健
康
保
険
料
率
に

全
国
一
律
の
介
護
保
険
料
率
１

・

％
（
令
和
６
年
２
月
分
ま

で
１
・

％
）
が
加
わ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
協
会
け
ん
ぽ
北

海
道
支
部
０
１
１
（
７
２
６
）

０
３
５
２
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

保
険
料
率
変
更
の
お
知
ら
せ

　
当
所
青
年
部
（
＝
釧
路
Ｙ
Ｅ

Ｇ
・
吉
田
勝
幸
会
長
）
の
１
月

例
会
『
陸
上
養
殖
の
現
状
と
今

後
の
養
殖
事
業
の
可
能
性
』
が

２
月

日
（
火
）
に
釧
路
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル

に
て
開
催
さ
れ
、
会
員
ら
約

人
が
参
加
し
た
。

　
本
例
会
は
釧
路
プ
ラ
イ
ド
産

業
委
員
会
（
松
野
史
寛
委
員
長
）

が
担
当
し
、
第
１
部
で
は
日
本

製
紙
場
内
に
て
養
殖
事
業
を
行

っ
て
い
る
㈱
ウ
イ
ル
ス
テ
ー
ジ

の
大
谷
洋
士
代
表
取
締
役
が
講

演
し
た
。

　
ウ
イ
ル
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
独

自
の
排
水
を
必
要
と
し
な
い
水

質
浄
化
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、

規
制
の
厳
し
い
地
域
で
も
陸
上

養
殖
が
で
き
る
た
め
、
団
地
や

商
業
施
設
の
駐
車
場
内
、
廃
校

を
活
用
し
た
養
殖
事
業
の
事
例

を
紹
介
。
ま
た
、
釧
路
市
で
実

施
し
て
い
る
シ
ロ
ザ
ケ
の
養
殖

の
現
状
を
報
告
し
た
。

　
続
い
て
第
２
部
で
は
、
釧
路

市
産
業
推
進
室
の
板
垣
達
也
室

長
を
交
え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　
大
谷
氏
は
「
数
年
前
と
は
陸

上
養
殖
へ
の
対
応
が
大
き
く
変

化
し
た
。
地
域
の
事
業
者
と
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
陸
上
養
殖
の
未
来
が
変

わ
っ
て
い
く
」
と
陸
上
養
殖
の

可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　
ま
た
、
板
垣
氏
は
「
こ
の
街

の
基
幹
産
業
を
イ
チ
か
ら
作
っ

て
い
く
と
い
う
想
い
で
や
ら
な

け
れ
ば
地
域
の
経
済
は
立
て
直

せ
な
い
。
陸
上
養
殖
に
限
ら
ず
、

地
域
の
事
業
者
が
何
か
を
興
そ

う
と
し
た
と
き
に
応
援
す
る
の

が
行
政
の
役
割
」
と
今
後
の
釧

路
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
取
り
組
み
へ
期
待

を
寄
せ
た
。

　
当
所
総
務
財
政
員
会
は
本
年

度
の
重
点
事
業
に
『
Ｄ
Ｘ
活
用

の
推
進
』
を
掲
げ
て
活
動
し
て

お
り
、
本
例
会
は
『
生
成
Ａ
Ｉ

（
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
等
）
を
活

か
し
た
会
議
所
活
動
及
び
企
業

経
営
の
可
能
性
に
つ
い
て
』
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
た
。

　
冒
頭
、
新
妻
委
員
長
は
「
人

口
減
少
が
進
む
地
方
都
市
で
は

人
手
不
足
は
避
け
ら
れ
ず
、
限

ら
れ
た
人
員
で
効
率
よ
く
効
果

的
に
生
産
性
を
上
げ
る
た
め
に

は
Ｄ
Ｘ
の
活
用
が
重
要
に
な

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
西
脇
氏
は
生
成

Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
「
２
０
２
１
年

に
開
発
さ
れ
、
現
在
で
は
一
般

に
も
普
及
し
て
い
る
。
生
成
Ａ

Ｉ
の
人
工
知
能
は
、
人
間
と
同

等
以
上
の
能
力
を
実
現
し
て
お

り
、
予
測
・
機
械
翻
訳
、
音
声

認
識
、
文
章
読
解
、
画
像
認
識

な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
」

と
説
明
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｏ
ｐ

ｅ
ｎ
Ａ
Ｉ
社
が
開
発
し
た
チ
ャ

ッ
ト
ボ
ッ
ト
『
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ

Ｔ
』
は
、
人
間
の
言
葉
に
対
し

て
対
話
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ

か
、
経
営
学
修
士
課
程
（
Ｍ
Ｂ

Ａ
）
・
医
師
免
許
試
験
・
司
法

試
験
に
合
格
す
る
知
能
を
備
え

て
お
り
「
生
成
Ａ
Ｉ
は
、
質
の

高
い
文
章
作
成
や
要
約
、
画
像

な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
、
デ

ー
タ
処
理
が
で
き
る
た
め
社
員

の
能
力
差
が
生
ま
れ
に
く
く
な

り
業
務
が
効
率
化
す
る
。
生
成

Ａ
Ｉ
を
使
い
生
ま
れ
た
時
間
で

顧
客
訪
問
な
ど
に
費
や
す
こ
と

で
生
産
性
が
上
が
る
」
と
メ
リ

ッ
ト
を
解
説
し
た
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
う
た
め
に

は
、
明
確
に
指
示
（
プ
ロ
ン
プ

ト
）
す
る
こ
と
必
要
が
あ
る
た

め
、
物
事
を
細
分
化
し
て
指
示

に
変
え
る
力
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
「
プ
ロ
ン
プ
ト
を
制
す
る

も
の
が
生
成
Ａ
Ｉ
を
制
す
る
」

と
重
要
性
を
強
調
。
西
脇
氏
は

「
生
成
Ａ
Ｉ
が
活
躍
す
る
時
代

に
は
変
化
を
い
と
わ
ず
学
ぶ
ス

タ
ン
ス
と
、
ま
ず
は
や
っ
て
み

る
と
い
う
姿
勢
を
持
つ
こ
と
が

大
事
」
と
述
べ
た
。

　
最
後
に
「
こ
れ
か
ら
は
Ａ
Ｉ

を
使
い
こ
な
す
人
間
が
仕
事
を

生
む
時
代
に
な
っ
て
く
る
。
生

成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
業
務
効
率

化
に
取
り
組
み
、
人
手
不
足
に

対
応
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。

　
当
所
商
業
部
会
（
岡
澤
利
寿

部
会
長
）
が
主
管
す
る
講
習
会

『
価
格
交
渉
の
進
め
方
』
を
１

月

日
（
水
）
午
後
１
時

分

よ
り
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

で
開
催
し
た
。

　
本
講
習
会
は
、
物
価
高
騰
や

賃
上
げ
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
る

経
費
負
担
の
増
加
に
伴
い
、
事

業
者
に
と
っ
て
価
格
交
渉
と
取

引
条
件
の
改
善
が
急
務
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事

業
収
益
や
賃
上
げ
原
資
の
確

保
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
維

持
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目
的

に
、
ビ
ズ
シ
ア
㈱
の
高
橋
寛
代

表
取
締
役
（
中
小
企
業
診
断
士
）

を
講
師
に
招
き
行
っ
た
。

　
は
じ
め
に
高
橋
氏
は
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
現
状

に
つ
い
て
、
物
価
高
に
よ
る
収

益
減
や
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
と

し
「
価
格
転
嫁
を
し
て
収
益
を

上
げ
、
原
資
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
人
手

を
集
め
る
に
は
賃
上
げ
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ

た
。

　
続
い
て
「
利
益
率
改
善
の
た

め
に
は
価
格
設
定
が
非
常
に
重

要
。
し
っ
か
り
と
根
拠
を
付
け

て
価
格
を
考
え
る
べ
き
」
と
し
、

価
格
設
定
に
関
す
る
戦
略
や
価

格
交
渉
の
進
め
方
に
つ
い
て
解

説
。
自
社
の
現
状
を
相
手
先
に

伝
え
る
た
め
、
事
前
に
価
格
設

定
の
根
拠
と
な
る
資
料
の
作
成

や
相
手
先
と
の
関
係
性
・
自
社

の
強
み
を
確
認
す
る
ほ
か
、
提

示
価
格
、
目
標
価
格
、
最
低
価

格
の
３
つ
を
準
備
す
る
よ
う
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。

　
さ
ら
に
高
橋
氏
は
「
現
状
分

析
と
目
標
設
定
は
必
須
。
現
状

と
目
標
の
間
に
生
じ
て
い
る
ギ

ャ
ッ
プ
の
原
因
を
把
握
し
、
そ

の
ギ
ャ
ッ
プ
（
課
題
）
を
埋
め

て
い
く
こ
と
が
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
強
化
に
つ
な
が
る
」
と
強

調
し
た
。

　
ま
た
、
商
品
の
付
加
価
値
の

付
け
方
と
し
て
、
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分

析
で
内
部
環
境
と
外
部
環
境
を

把
握
し
た
上
で
、
〝
誰
に
〞

〝
何
を
〞
〝
ど
の
よ
う
に
〞
と

い
う
視
点
で
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
考
え
る
こ
と
が
大
事
と
説
明

し
た
。


